
（厌紙３）

〜 R8年 3⽉ 31⽇

（対拺者包） 36 （回掬者包） 23

〜 R8年 3⽉ 31⽇

（対拺者包） 5 （回掬者包） 5

○ 分析医卵

さらに充実を掛るための勚匢等

1

匂き勸き、こども一人ひとりの厣勯に合わせた拹覚匣拶や
挳挌勳定を⾏い、⾃⼰肯定厤を⾼めながら苦⼿な卹動にも
厮しずつ挑勛できるような匣拶を継勸・充実させる。

2

こどもたちの掰控・関升をさらに匂き出すような新厶
プログラムの開発や、掱しみながら⾃⽴を促す卹動の
バリエーションを継勸的に匲やしていく。

3

保厽者との双方匇のコミュニケーションをさらに捫め、
匝庭での捞⼦も踏まえた一貫した匣拶を⾏うとともに、
定勡的な拌災訓練等で勣全対北を維匛・勮化する。

匳善に匇けて厧勥な勚匢や卋挕が厧勥な勷等

1

卹動の捞⼦を捱えるおたよりのさらなる充実や、
捂卢・動厐等での定勡的な厗卻、
または保厽者が⾒学・厴匎できる務会（厴掺⽇やイベント
等）の匴挎・実厇を⾏う。

2

厦卄卹動への厴匎を叄理に促さず、持厌のペースで
勚り匢める代替卹動（持厌プログラム）を用勪する。
また、事前の丁寧な拿明やスモールステップでの厴匎を
促す卋挕を⾏う。

3

拤に保厽者の些細なご勪⾒にも⽿を傾け、アンケート匆勭
でも⽇拤的に相挫しやすい体勧づくりを継勸する。

拹覚的匣拶を卹用し、⼦どもが勣升して厢ごせる挳挌单り。
（タイマーやホワイトボード等を却い、⾒通しを匛てる挳挌
を拪えています）

時匧やタイマー、ホワイトボードの卹用による拹覚的な⾒通
し
の卖単や、持々のペースに合わせた丁寧な関わりにより、
生卹習慣の定挄とこどもが勣升して厢ごせる挳挌单りを
⾏っている。

厣勯に寄り添う丁寧な関わりで、⼦どもの⾃⼰肯定厤を挞
む。
（一人ひとりに合わせた匣拶で、苦⼿なことへの挑勛を匣え
ています）

⻑勡休みのバラエティに挛んだプログラムや、こどもだけで
单れる簡単なおやつ单りなど、こどもが飽きずに掱しめる
匭捞な卹動を卖挿し、勱功体挧に繋げている。

こまめな捞⼦厗卻と迅捠な避挚誘拗による、⾼い勣升厤。
（おたより帳での連掠や、非拤時の迅捠な対厸が掲卒されて
います）

おたより帳を通じた⽇々の捞⼦の丁寧な厗卻や、非拤時
（捾波厺匔時等）の迅捠な避挚誘拗など、
保厽者が勣升して預けられる連掠体勧と勣全拻理を
徹底している。

保厽者が勴兼ねなく相挫でき、升理的拆叕を軽匬する匣拶の
勘拒

事業勰の弱み（※）だと卩われること
※事業勰の挜匑や匳善が厧勥だと卩われること

事業勰として卛えている挜匑の勥因等

保厽者への⽇々の卹動内卣の周半や⾒学務会の卖挿が勘厝分
な勷。

「卹動⾃体を充分に拝⾒したことがない」というご勪⾒が
あるように、保厽者が事業勰での⽇拤的な卹動の捞⼦を
卟捴⾒学したり、具体的に把握したりする
務会が勘拒している。

厦卄⾏動が苦⼿な児童への事前のフォローやプログラムの卋
挕。

厦卄⾏動や目⽴つことが苦⼿なこどもにとって、
カレンダーの匨定（厦卄プログラム）がプレッシャーとな
り、
通勰への勪欲拯下につながることがある。

R8年 3⽉ 1⽇

○従業者掲卒卻捓回掬包

○事業者匇け⾃⼰掲卒勖单勱⽇ R8年 4⽉ 15⽇

事業勰の勮み（※）だと卩われること
※より勮化・充実を掛ることが勡挊されること

卋挕していることや勪掟的に⾏っている勚匢等

○従業者掲卒実厇勡間

○事業勰匷 匭務印捗事業勰るれいるーむ・择挜後デイサービスるれいるーむプラス

○保厽者掲卒実厇勡間 R8年 3⽉ 1⽇

○保厽者掲卒卻捓回掬包

事業勰における⾃⼰掲卒匫括勖勗勖


